








に、待ちに待った『高慢と偏見』の出版広告が掲載されたのだ。“I want to tell 








　そしてその同じ手紙の後半であの誤解を招いた一文がくる。“Now I will 









































































































たのだろうか。以下は主として Irene Collins, Jane Austen and the Clergy によ
るものである。一八世紀末、イングランドとウエールズにあったとされる約
一万一千六百の聖職録のうち、約二千五百の叙任権は高位聖職者たち、主教

















































師の禄を得た。スティーブントンの聖職禄は£ 100 p.a. だった。彼らはしば
らく近くのディーン牧師館に住み、ジョージは馬でスティーブントンに通っ
たという（12）。一七七一年三月にディーンの牧師職がやっと空き、ジョージ・







ルズは本人たちの希望もあって Royal Naval Academy at Portsmouth で教育を
受けさせた。フランクは一七八六年四月、チャールズは五年後一七九一年七































か。Collins は述べている。“Like many people of her time, she believed that it was 


































































































































べきであろう。彼女自身が書いた祈祷文は The Book of Common Prayer を色
濃く反映していて、彼女が英国国教会の典礼に精通していたことを表してい
る（17）。そしてジェイン・オースティンはエドマンドと同じように、” the role 


































































































































































































































































　Stephanie Barzewski, Country Houses and the British Empire, 1700-1930 に よ
れば（30）カントリーハウスは主として “colonial merchants”や “Indian nabobs”や



















　ダニエル・デフォーが『完璧なイギリス商人』（The Complete English 
20
Tradesman, 1725）や『イギリス通商案』（A Plan of the English Commerce,1728）



































































て読んだことを伝えている（40）。ただ同じ手紙で Captain Pasley の本にも感
22
動したとあるのはどう解釈すればいいのか。Captain Pasley とは Essay on the 



















































































































は一八六三年に the Admiral of the Fleet に昇進し、チャールズは一八五〇年
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